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「創造的な自動車社会」への飛躍に向けたビジョン2050
基本メッセージ

１．基幹産業「自動車産業」から社会的基盤「自動車社会」への転換へ

人間が主役の「創造的な自動車社会」の具体像を構想

３．利用者が中心となる「人間の顔をした」自動車社会の構築へ

20世紀：自動車産業による「一本足打法」により
日本の産業・社会を牽引

21世紀：自動車を中心とした移動体・交通インフラ・ICTの
３層連携により、他産業の高度化、新産業・サービス（需
要）の創出等も支援する新たな産業・社会の牽引の形

２．自動車社会を通じた「新たな日本の発展シナリオ」の実現へ

起点

グローバル
なリスペクト
グローバル
なリスペクト

ニーズや社会的
課題に応える新
たな価値創出

個人の感性、創造性向上

多様な人・モノ・資源・技術
の出会い・マッチング

持続的提供・貢献
「移動と
交流」

【新たな日本の発展シナリオ】

自動車社会は「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙなﾘｽﾍﾟｸﾄ」の実現につながる「移動と交流」を促進するために構築
→新たな日本の発展シナリオの根幹を支えるのが「創造的な自動車社会」

交通インフラICT

生産、ｻｰﾋﾞｽ
提供 等

整備、管理 等

移動体
（自動車等）

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

ニーズ等の
情報提供

ニーズ、情報
提供 等

利用者（個人、企業、政府/自治体等）

メーカー、サービス事業者等 管理者、建設会社等

起点

・ICT、ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ、 IoT、AI、ﾛﾎﾞｯﾄなど
を通じ、利用者のﾆｰｽﾞ等が反映された
移動体、交通ｲﾝﾌﾗの提供が可能に

【利用しやすく、新たな価値創出につなげやすい自動車社会の構造】

→利用者が参画して責任を共有する、
人間が主役の自動車社会を構築

→利用者中心に作り上げることを前提
とした、新たな法制度、ファンディン
グ方法等が必要

→強固なセキュリティ、安全性の保証に
よる人命の保護が大前提

連携

連携・連動

他産業
自動車
産業

交通（道路）ｲﾝﾌﾗ
基盤

ICT

他産業移動体
（自動車等）

交通ｲﾝﾌﾗ
基盤

ICT

新産業・
ｻｰﾋﾞｽ

高度化

創出

【自動車産業の役割の変化】

・
・・
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国内

海外

自動車社会

keyword：共創、１人二役
三役、ベンチャー、実験 人間の可能性を拓（ひら）く日本※

良循環

エネルギー

・・・

・・・

エネルギー

※新たな発展ｼﾅﾘｵを世
界に先駆け日本が提示

→個人が積極的に価値創
出活動に参画する社会
の構築が、持続可能な
日本の礎に

→参画を通じて新たなﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ等にも結実

より豊かで幸福な人生が
享受できる可能性が拡大

高度化・ﾈｯﾄﾜｰｸ化

急速な技術革新



「創造的な自動車社会」の構想（実現）が日本発展のシナリオ

「創造的な自動車社会」への飛躍に向けたビジョン2050
最終レポート ポイント（１/９）

Ⅰ．基本認識・基本思想（1/２）

〇基本認識

・ｱｼﾞｱﾀﾞｲﾅﾐｽﾞﾑ、ICT革命、ｴﾈﾙｷﾞｰ問題
等により、大きな潮流変化
・2008年世界経済危機以降：文明社会が
直面している危機、フランスで経済業績と
社会進歩に関する普遍的な価値を検討
→日本でも世界を牽引して「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙなﾘｽ

ﾍﾟｸﾄ」を得るため、新たな省察が必要

・基幹産業としての「自動車産業」から社
会的基盤としての「自動車社会」へ役割
変化
→「移動体」、「交通インフラ」、「ICT」の

三層が連携し、セキュリティ、安全性
が保証された、柔軟で高質なモビリテ
ィシステムの構築が必要

〇基本思想～「創造的な自動車社会」構想（実現）に向けて

2050年における人間が主役の「創造的な自動車社会」の未来像を構想

①「移動と交流」の促進

・「移動と交流」が日本人一人ひとりの感性や創造性を高め、新たな経済・社会的価値

を生み出していくための源泉に

→「移動」により、多くの人、資本（施設・機械等）、資源（自然、文化・歴史的資産等）、技

術等が出会い、新たな組み合わせ（マッチング）による価値創出の可能性が拡大

→「交流」により、人は感性に刺激を受け、アイディアのブラッシュアップ等につながり創

造性が向上

→多様で複雑化する「移動と交流」に対応可能なモビリティシステムが必要

②「人間の顔をした、参画し責任を共有する自動車社会」の実現

・作り手（メーカー等）ではなく利用者・消費者（人間）を中心に捉えた、「移動と交流」を

促進するためのモビリティシステムを構築

→利用者・消費者もシステム作りに積極的に参画するとともに一定の責任を共有し、効

用に応じた対価を支払うことで持続可能性を確保

③「ソーシャルメディア」としての自動車の活用

・自動車は所有者の移動のためのツールだけでなく、ビッグデータの収集と解析、ICT/

IoTによる外部接続、AIやロボットによる自動化・自律化等により、社会的な用途への

活用を含めた様々な役割を兼備

→自動車によるセンシングを通じた交通情報提供

→シェアリング等のオンデマンド利用による稼働率向上

→非移動時のエネルギーシステムへの貢献 等

2

①時代的・思想的転換点にある現在 ②自動車産業から自動車社会へ



「創造的な自動車社会」への飛躍に向けたビジョン2050
最終レポート ポイント（２/９）

〇「創造的な自動車社会」の未来像：エグゼクティブ・サマリー

価値共創ネットワーク

高感度なモビリティシステム

・移動体、交通インフラ、ICTの三層連携により、「ダイナミック」（需要等に応じた動的料金[ﾀﾞ
ｲﾅﾐｯｸ・ﾌﾟﾗｲｼﾝｸﾞ]設定等）、「シームレス」（自動運転車等も活用した他ﾓｰﾄﾞとの接続等）、
「セーフ」（人命を守るため逆走、信号無視の車を制御する交通ｼｽﾃﾑ等）、 「セキュア」
（自動化のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能等、非常時への対策）な移動が可能であり、利用者の状況・ニー
ズ等にすぐに（高感度に）対応した交通サービスが提供可能な「人を見るシステム」を実現。
・重要性が高い交通ｲﾝﾌﾗは常に予防的に保全する一方、需要がなくなってきたｲﾝﾌﾗは徐
々に畳んで新たなｲﾝﾌﾗに代替するなど、ﾒﾘﾊﾘと柔軟性のあるｱｾｯﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを実施。
・統合ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑと接合、環境・ｴﾈﾙｷﾞｰの持続可能性や災害時のﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟにも貢献。

・高感度なﾓﾋﾞﾘﾃｨｼｽﾃﾑによって全国各地域の個人（消費者）、企業、政府／自治体等の
移動と交流を促進し、多様な出会いを通じて感性・創造性が刺激され、新たなﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ・ｻｰ
ﾋﾞｽを共に創出（「共創」）するための基盤となるﾈｯﾄﾜｰｸ（国土のﾊｲﾊﾟｰﾘｰｼﾞｮﾝ化）。
・価値共創が「生産性の向上」、「安全、快適さの追求」、「エネルギー・環境配慮」に結実。

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

ニーズ充足型の価値提供Ｃ

Ｃ

・新たな価値を生み出し続けるために必要な「創造性」を最も重視する、日本が目指す新
たな社会の姿。

・国内外のニーズを充たすプロダクト・サービスを提供し、経済的好循環の実現や社会的課
題の解決等に貢献することにより、社会が進化し、「人間の可能性を拓く日本」を実現。

・世界が必要とする「価値」を提供し続けることで、「グローバルなリスペクト」を獲得。

Ｄ

創造性本位社会Ｄ

解説

3

Ⅰ．基本認識・基本思想（２/２）



「創造的な自動車社会」への飛躍に向けたビジョン2050
最終レポート ポイント（３/９）

Ⅱ．創造的な自動車社会の姿（１/２）

〇目指す日本社会像：「創造性本位社会」

＜定義＞
・機械では代替できない、また
は人間が行うにふさわしい
「創造的活動」に全国民が
携わることを目指す社会。

＜性質＞ ＜具体目標＞
・個人によるチャレンジが常
態化し、様々な役割で様々
な活動に携わる、「１人
二役三役」による創造
的活動が主流に。

・移動の障壁を取り除き、創
造的活動を行う人口を増や
す（～2030年）。

・創造的活動を行う時間を増
やす（～2050年）。

・移動の障壁を取り除いて創造的な活動を行う人口・時間を増やすための「高感
度なモビリティシステム」が必要

→国民全員が参画した「価値共創ネットワーク」を形成可能に

① 「誰でも作り手になれる自動車社会」

・自動車は限りなくアセンブル化・モジュール化し、様々な分野の技術も活用可能となること
で、利用者の個別ニーズに対応したオーダーメイドの新たな自動車・移動体が登場。

→電源、住居、仕事スペース等の移動以外の用途にも活用される自動車など。

② 「誰でも運転できる自動車社会」

・自動運転や翻訳機能付き案内等により、高齢者、幼少者、障碍者、外国人等の移動制約の
大幅な緩和、解消が可能に。

・シェアリングが一般的となることで、所有者以外も容易に移動体の利用が可能に。

③ 「自動車社会のIoT化」

・移動体の情報・通信機能により、ニーズに対応した自動車生産や、交通インフラと連動した
効率的で環境にやさしく安全な移動が可能に。

・様々な産業と結びついた新プロダクト・サービスの創出可能性が拡大。

（出典）内閣府「平成28年版高齢社会白書」図1-1-4を基に作成

・活動人口が行う「創
造的活動時間」をで
きるだけ増加させる
フェーズ

～2050年

・移動の障壁を取り除
き、「活動人口」（高
齢者、幼少者、障碍
者、外国人含む）を
増加させるためのフ
ェーズ

～2030年

創造的活動に参画する
外国人（滞在者）

〇「創造的な自動車社会」構想の３箇条～社会的基盤としての自動車社会とは

4

・創造性を高めるための「人
づくり」（ﾁｬﾚﾝｼﾞ促進・支
援、新たな教育制度等）

＋



モデルスタディ地域の属性

分類 想定する移動範囲 特性

大
都
市
圏
モ
デ
ル

東京臨海部
モデル

（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・
ﾗﾎﾞ型）

大都市
（先進地区）

数km
（徒歩圏～）

国内外から多様で
数多くの人・モノ・情
報が集まる高密度
な地域

相模原モデル
（ﾊｲ・ﾌﾟﾛﾀﾞｸ
ﾃｨﾋﾞﾃｨ型）

郊外中核都市
10km程度
（30分圏）

都市と地方をつなぎ、
人とモノが集まる
スーパートランジット
ハブ的地域

中
山
間
地

モ
デ
ル

熊野モデル
（ｽﾛｰ＆ｸｵﾘ
ﾃｨﾗｲﾌ型）

地方小都市
（人口5万人以下の市町村）

数10km
（1時間圏）

不便だが自然、文
化・観光資源が豊か
な地域

「創造的な自動車社会」への飛躍に向けたビジョン2050
最終レポート ポイント（４/９）

Ⅱ．創造的な自動車社会の姿（２/２）

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾗﾎﾞ型

ﾊｲ・ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾋﾞﾃｨ型 ｽﾛｰ＆ｸｵﾘﾃｨﾗｲﾌ型

・大都市圏⇔中山間地といった対極にある地域を対象とすることで、ヒト・モノが密に集まる地

域から疎の地域までの多様な移動・活動シーン（ﾓﾋﾞﾘﾃｨとﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形成等）を提示（p6～p8）

・３モデルから他地域（地方都市等）や海外に応用可能な「高感度なモビリティシステム」の要

素を抽出し、全国のネットワーク化や海外への展開例について提示（p9）

・創造的な自動車社会における具体の価値共創の姿を、モデルスタディにより例示。
・対象地域は「イノベーション・ラボ型」、「ハイ・プロダクティビティ型」、「スロー＆クオリテ
ィライフ型」の最先端地域として、「東京臨海部」、「相模原」、「熊野」を選定。

・効率性を重視し、AIやロボットなどの機械

をフルに活用した生産性の高い地域

→圏央道によりモノが集積し、リニア中央新

幹線により多様なモノづくり人材が集まり

やすくなることが見込まれる相模原（大都

市圏：郊外中核都市）

・自然が豊富で、ゆっくり・ゆとりといった大都

市圏にない活動スタイルを活かした地域

→農業、林業に比較優位があり、豊富な文化・

観光資源により外国人等の人材も惹きつけ

ることが見込まれる熊野（中山間地）

ﾈｯﾄﾜｰｸ化

〇創造的な自動車社会の具体像：３つのモデルスタディ

世界の試作品工場

地域資源を背景にネットワーク化された
地域循環型社会（Connected 熊野）

21世紀の出島
（新ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｼｽﾃﾑ作り等のﾁｬﾚﾝｼﾞの場）

主に応用が想定
される地域

・大都市（非最先端
地域含む）

・郊外中核都市（非
最先端地域含む）

・地方都市（県庁所
在都市＋人口30
万人以上都市）

・地方中心都市（人
口5万人～30万人
の都市）

・地方小都市

5

・従来の規制・制約等を超え、自由に実験で

きる「創造性本位社会」の象徴となる地域

→2020年東京オリ・パラのレガシー活用と外

国人との盛んな交流が見込まれる東京臨海

部（大都市圏）



「創造的な自動車社会」への飛躍に向けたビジョン2050
最終レポート ポイント（５/９）

6

１－１．東京臨海部ﾓﾃﾞﾙ【大都市圏ﾓﾃﾞﾙ】 ─ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ･ﾗﾎﾞ型地域のﾓﾃﾞﾙ

国内外から多様で数多くの人・モノ・情報が集まる高密度な大都市にて、既成概念を脱却し
て、自由に社会実験や新しいビジネス・システム作りにチャレンジをする（21世紀の出島）

（２）創造的な活動を支える高感度なモビリティシステム

（３）創造的な活動・移動シーン（イメージ）

（４）実現に向けた障壁 （５）実現に向けた法制度等の提案

・海外インターフェースとしての「実験都市」である東京臨海部では、規制に縛られずに高
い自由度を持って行える実験空間を創出する。

・ルールや習慣、言葉の違いなどに対応するとともに、「実験都市」にふさわしい柔軟な
制度に基づいたまちづくりを進める。

・活発化した「移動と交流」により多様性と創造性が発揮され、イノベーションの原動力と
なり、多様なイノベーションを統合することにより世界に通用するソリューション（New
サービス）を創出する拠点となる。

（１）東京臨海部モデルにおける創造的な活動の姿

［自由かつ快適な移動を実現する次世代の交通インフラ］ ［次世代の交通システムを支えるICT］

・東京臨海部地域のポテンシャルの最大化
・持続可能な「実験」活動に資するファンディングのあり方

・ルールや習慣、言葉の違いなどに即座に対応できるシ
ステム構築

・新たな地区利用や道路空間に対応した法制度
・次世代交通インフラに対応した交通制度
・パーソナルモビリティに対応した法制度

Ⅲ．モデルスタディ（１/４）

・日本全国・海外から「実験」に参画し、新しい技術の開発
やビジネスを展開したいと考える人々同士の交流

・ビジネスと連動した最先端の研究開発が盛んに行われ、
職住近接で無駄な移動等を省いた「低環境負荷（ゼロ・
エミッション）」型の生活

・移動手段としてのライドシェアの推奨

・イノベーションの統合によるソリューションの国内外への
伝播

・オンデマンドで利用可能なシステムの構築
・マルチモードでのダイナミック・プライシング
・シームレスな決済システム

・移動体の新技術導入による移動時間の多目的活用
（例）移動体の自動運転化 等

・次世代インテリジェント都市交通インフラによるスムーズな
移動の実現
（例）区域内の信号の廃止など革新的な交通制御の導入等

・多様な交通モードの実証実験
（例）パーソナルモビリティ、水上モビリティ 等

[エネルギーや環境にきめ細やかに配慮］

・CO2フリーのエネルギー、水素・電気の活用
・自立分散型のエネルギー産業の実証実験と実装を展開



「創造的な自動車社会」への飛躍に向けたビジョン2050
最終レポート ポイント（６/９）

7

１－２．相模原モデル【大都市圏モデル】 ─ ハイ・プロダクティビティ型のモデル

圏央道やリニアを介して国内と海外から集まる人とモノを全体最適化によってストレスなく
移動・交流させることで、「価値」ある製品を産み出し続ける（世界の試作品工場）

（２）創造的な活動を支える高感度なモビリティシステム

（３）創造的な活動・移動シーン（イメージ）

（４）実現に向けた障壁 （５）実現に向けた法制度等の提案

・スーパートランジットハブとして人もモノも集まる相模原では、個別の最適化（部分最適）
ではなく、物流・生産・生活の一体的融合による全体最適を目指す。その際には、これ
までの空間的（３次元）な最適化から、時間（４次元）を加えた最適化に発展させる。

・それぞれの人やモノに適した移動体や交通インフラ､ICT等を組み合わせた効率的な移

動と交流によって生じた余裕が新たな知恵や工夫を産み出し、多様な人と多様なモノが
活躍・流通するNew物流・New生産・New生活を実現。

（１）相模原モデルにおける創造的な活動の姿

物流・生産・生活の３つの活動の一体的融合（全体最適化）

New物流 New生産 New生活
・運ぶモノと運ばれるモノの
最適なマッチング

・未来の技術と人間の知恵
による物流サービス最適
化（混載・シェア等）

物流のステルス化
「価値」あるプロダク
トやサービスを創造

・人やモノを結びつける「マ
イスター」が多様な人が活
躍する場をアレンジし、多
様なモノから新たなモノを
作り出す

誰もが社会に
参加できる生活

・誰でも額に汗して働くこと
ができ、都市の暮らしと地
方の暮らしを融合

・多様な人がそれぞれ活躍
する場

［人とモノを最適に移動させる移動体と交通インフラ］ ［人とモノを賢く移動させるICT］

人とﾓﾉがﾗｽﾄﾜﾝﾏｲﾙを含めて最適に移動できる環境を整備 ICTを活用して全体最適化を実現

多様な
モノ

多様な
人

・消費者側からの物流効率化への貢献を含め、現在の
物流・流通業界の商習慣を超えたシステムの構築

・全体最適を実現するための意識改革
・継続的な技術開発、保険制度を含めた法制度の拡充

・物流のステルス化に伴う交通制度
・乗用車と貨物車利用の垣根を超えた法制度
・次世代移動体に対応した免許・保険制度
・新たな道路空間に対応した交通規制制度

Ⅲ．モデルスタディ（２/４）

［都市生活と共存した物流］
・自動運転や共同配送を駆使した生活物流
・昼は人優先、夜はモノ優先等の時間で全体最適を実現
・「ごみゼロ」を目指す静脈物流
・IoTを活用した生産物流

［多様な人による創造的な活動と移動］
・自動運転による運転者の負荷軽減とコネクティッドカーによ
る移動時間の有効活用

・現役世代と高齢者（シニア世代）の交流による創造的な活動

［平常時と災害時における創造的な活動・移動］
・災害時の拠点としての創造的な活動と移動

・携帯端末（スマホ等）と連動した交通管理システム
・マルチモード型ライドシェア等のサービス
・フリートマネジメントによる物流のステルス化

・生産施設との融和性を考慮した物流車両のﾛﾎﾞｯﾄ化
・自動ごみ収集車、ドローン型物流車両
・人とモノの適切なシェア（時間／レーン）
・特定の用途や属性に応じたモビリティ

世界の試作品工場



「創造的な自動車社会」への飛躍に向けたビジョン2050
最終レポート ポイント（７/９）
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１－３．熊野モデル【中山間地モデル】 ── スロー＆クオリティライフ型モデル

地域資源を背景にネットワーク化された地域循環型社会（Connected 熊野）

（２）創造的な活動を支える高感度なモビリティシステム

（３）創造的な活動・移動シーン（イメージ）

（４）実現に向けた障壁 （５）実現に向けた法制度等の提案

［機能・サービスの循環］ 「New生活」
・昔ながらのつながりや地域資源、生活や自然のリズムは継承。モジュール化された機能・サービスを受け
られる拠点「里の駅」を中心に人々は活動。

・拠点同士はつながり、周辺環境やニーズに合わせて機能・サービスは変容し、バーチャルで提供可能。

［エネルギーの循環］ 「Newエネルギー」
・自然の特長を活かし、バイオマス発電、小水力発電による電力を地産地消。
・移動体、交通インフラ、建物等は新たな用途としてスマートグリッドを構築。AIによる電力状態の取得・集
積・分析、デマンドレスポンスなどエネルギーマネジメントの重要な役目を果たす。

・大規模災害発生時も電力供給が途絶えることのないレジリエントな地域を形成。

［人材（人財）の循環］
・生物学やバイオ関連の研究機関や大学が集積。地元の人々も研究機関の実証実験に参画。
・大学は地域の「知の拠点」。学生は熊野DNAや生活の知恵を吸収し、新たな経済的価値を創出。

（熊野の伝道師）

（１）熊野モデルにおける創造的な活動の姿

・高いコネクティビティを持つ生活インフラと交通インフラ
の一体的な整備

・シェアリングと自動運転に対応した免許制度や保険制
度の確立、関連法案の整備

・自家用自動車の目的外使用などの柔軟な利用に向け
た規制緩和

・自動走行の専用レーンや時間帯の設定

・モビリティシステムや交通インフラを観光資源として認
定する制度の創設

Ⅲ．モデルスタディ（３/４）

［エネルギーマネジメントに参画する創造的な活動と移動］
・EVモビリティをシェアリングで移動。移動が地域のエネルギーマネジメントにつながる仕組み
・利用料金は所要時間やサービス内容で差別化。さらに高級かつ高性能なEVモビリティでの高速移動は、オーク
ションで料金や走行順序が決定

［地域資源を味わう創造的な活動と移動］
・自然的、歴史的、文化的要素など心地よい「熊野の定義」を味わい、静かに感性や創造性に刺激を受ける旅
・神々が棲み癒しと蘇りの聖地（伊勢神宮～熊野～高野山）を巡る旅

［ICT］
・配車やシェアリングの予約、EVモビリティの選択、
自動運転の実現

・スマートグリッドによるエネルギーマネジメント
・大規模災害発生時の安定したエネルギー供給

［移動体と交通インフラ］
・豊かな自然に溶け込む美しいEVモビリティ
・オンデマンド輸送と自動運転
・EVモビリティと交通インフラはスマートグリッドの一
部として地域の安定したエネルギマネジメントに貢献



「創造的な自動車社会」への飛躍に向けたビジョン2050
最終レポート ポイント（８/９）

・３モデルで実現・活用される「高感度なモビリテ

ィシステムの構成要素①～③は全国に展開さ

れ、全地域のネットワーク化の基盤に

⇒ｴﾈﾙｷﾞーの地方から都市への供給、都市で排

出したCO2を地方で吸収等、移動［人・モノ］と

交流の活性化と環境・ｴﾈﾙｷﾞｰへの影響を全

国ﾚﾍﾞﾙで最適化（全地域の相互連関）

②統合ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ

③交通ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

①最適ﾓｰﾀﾞﾙﾐｯｸｽ
（人・モノ）

【高感度なモビリティシステムの全国展開】 【全国的な価値共創ネットワークの実現】

・全国がﾗｽﾄﾜﾝﾏｲﾙの移動手段やICTを含めてくまな
くﾈｯﾄﾜｰｸ化（国土のﾊｲﾊﾟｰﾘｰｼﾞｮﾝ化）され、移動と

交流による価値共創の基盤に（多様な選択が可能）

⇒個人による様々な地域での様々なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形成・

参画（「複業複居」）が日常的に可能に（青矢印）

⇒ライフステージに応じて価値共創の拠点とする地

域を移動（移転）し、より豊かな生活・価値創出活

動が可能に（赤矢印）

大都市
（例：東京[臨海部]）

新幹線、高速道路
（速い交通）

地方都市

地方都市

・・・

地方小都市

地方都市

郊外中核都市

地方小都市（例：熊野）

郊外中核都市
（例：相模原）

地方小都市

地方小都市

多
様
な
移
動
の
選
択
肢

大都市（例：名古屋）
多
様
な
移
動
の
選
択
肢

日常生活における
移動・活動ｲﾒｰｼﾞ

多
様
な
移
動
の
選
択
肢

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ変化に
伴う移動ｲﾒｰｼﾞ

Ⅲ．モデルスタディ（４/４）
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２．日本全国への応用

多
様
な
移
動
の
選
択
肢

３．アジアへの応用

・日本国内で実現/成果を得た高感度なモビリティシス
テムを海外（アジア）に線的・面的に展開、日本のグ
ッドプラクティスを波及 「グローバルなリスペクト」へ

・地域特性に応じて、柔軟にモビリティシステムを構築

・３モデルスタディおよび日本全国への応用をもとに、
２つの展開例を想定
- 大都市：交通渋滞・大気汚染等への対応
- 地方小都市・農村：経済発展を目指して交通基盤

を整備（ただし環境には配慮）

【展開例②：地方小都市・農村】【展開例①：大都市】

アジアにおける高感度なモビリティシステムの姿

空気清澄でヒトもモノも快適に流れる2050年のタイ・バンコク 2050年、アンコール遺跡群のお膝元カンボジア・シェムリアップ
の成長を支えるモビリティシステム

モーダルミックスの最適化や
統合エネルギーシステム等により、

交通渋滞や大気汚染を解決

タイ・バンコクでの展開イメージ

カンボジア・シェムリアップでの展開イメージ

最適モーダルミックスと交通データプラットフォーム整備による
成長基盤確立、環境保全型エネルギーシステムの導入



Ⅳ．創造的な自動車社会の実現に向けた制度設計

「創造的な自動車社会」への飛躍に向けたビジョン2050
最終レポート ポイント（９/９）

・「創造的な自動車社会」の基本思想である「移動と交流」を促進し、かつ「参画し、責任を
共有する自動車社会」に相応しい制度設計やファンディング方法の方向性を提示（先行的
[5年以内]に取組可能と考えられるものを★、将来的[5年後以降、技術的実現可能性等を
考慮]に取組可能と考えられるものを○と整理）。

項目 目的 方向性

[

移
動
体
（
自
動
車
等
）]

①環境にやさしいゼロ・エミッション
型移動体への転換を促進

★移動時、生産時のCO2排出削減をもたらす技術
開発、ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを支援する税体系への転換

②自動車の稼働率上昇とソーシャ
ル・モビリティ化を促進

○個人所有車の社会的用途への活用（ｼｪｱﾘﾝｸﾞに
よる公共交通機関の代替、端末輸送での活用、
統合ｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑを通じた電力の提供等）を前
提とした車両・道路等に関する法的枠組の転換

[

交
通
イ
ン
フ
ラ]

①「最適モーダルミックス」による
シームレスな人・モノの移動の
実現

○道路管理（維持管理等）と交通管理（信号制御
等）、他交通モードの管理機能を統合、交通体系
全体を一元管理

②ダイナミックな料金設定による交
通需要の適切なコントロール

★全ての移動体の自動料金収受システム（ETC等）
搭載を前提とした交通インフラの設計

[

Ｉ
Ｃ
Ｔ]

①「最適モーダルミックス」の基盤と
なる「交通データプラットフォー
ム」の構築

○移動体の「マイロケーション」に紐づいた走行データ
や交通管理データ等、交通体系全体に関わる
ビッグデータの一元化・標準化（一部オープン化）

②自動車社会への積極的参画に
対するインセンティブの付与

○マイナンバー・マイロケーションを活用した、個人の
移動履歴や情報提供実績、信用に応じた柔軟な
税・料金設定への転換

[

セ
キ
ュ
リ

テ
ィ]

①安全な移動と交流を支える堅固
なセキュリティの構築

★移動体・交通ｲﾝﾌﾗ・ICTの３層＋利用者も含めた
自動車社会横断的なｾｷｭﾘﾃｨ体制の強化・促進

○ドライバーからシステムへのリスクの比重が移ること
に伴う保険体系の構築

①自動車社会の効用の適正な「対価」を徴
収することで持続可能性を確保

★自動車取得・保有段階の税を廃止、利用による対
価を支払う税・料金（対距離課金等）体系に転換

②移動と交流の「機会」の公平性担保
★自動車以外の交通モードの選択肢が少ない地域

における税・料金等の優遇

③交通インフラの機能強化や維持修繕・更
新等が必要な地域への資金の確保

★税・料金収入に余剰のある地域から、不足している
地域への資金移転を可能とする、税・料金の使
途の弾力化

④多様なファンディング方法の確保
★ﾃﾞｰﾀの一部ｵｰﾌﾟﾝﾗｲｾﾝｽ化、モビリティシステムに

対するファンド等による民間資金の積極的活用

⑤社会的基盤としての自動運転を支える
仕組みの整備

○自動運転システムのセキュリティやバックアップ機
能への投資、補償等の財源を税（国税）で確保

１
．
新
た
な
制
度
設
計
の
方
向
性

２
．
新
た
な
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
方
法

（税
・料
金
体
系
等
）
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○動的料金設定、移動をｽﾑｰｽﾞにする信号制御、他交
通ﾓｰﾄﾞに関する選択肢提示等による人の移動を支援

○輸送需要に応じた貨物車両専用ﾚｰﾝ化、ﾊﾞｰｽの内航
海向けの動的割当等によるモノの移動を支援

○発生する社会的費用の該当分について、リアルタイム
で料金を課金（一般道路含む）

○徴収した料金をインフラの機能強化や適切な維持修
繕・更新等に活用（高速道路の永久有料化）


